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「助け合い 人と人を つなぐ糸」 

🔶🔶🔶１部ずつお取りください🔶🔶🔶 

 

御野学区まちづくり推進委員会     7 月の行事予定 

今年も２回開催します！ 詳しくは小学校で配られたお知らせをみてくださいね！ 

申込み・問合せ  御野交流館 ☎ ９６６－２４２４ 

 

【社会教育活動事業】 

＊青少年健全育成部会 部会  ７月 １日（火）   １９：３０～    御野交流館 

＊青少年健全育成部会 

夜間パトロール    7 月１９日（土）   １９：３０～    御野学区内 

＊盆踊り練習        7 月 2６日（土）   ２０：００～    御野小学校グラウンド 

～廃材を使って 

かわいいバッジをつくってみよう！～ 
と き 8 月 ６日（水） 

１３：３０～１５：００ 

ところ 御野交流館 中会議室 

定 員 先着 10 人 要申込み 

参加費 無料 

持参物 水筒 

と き 8 月 ８日（金） 

１０：００～１１：３０ 

ところ 御野交流館 大会議室 

定 員 先着 20 人 要申込み 

参加費 無料 

持参物 はさみ、ボンド、水筒 

第５１回 御野学区盆踊り大会開催！ 

※詳しくは、7月 15日発行の「御野学区盆踊り大会」のチラシをご覧ください。 

☆と き 8 月２日（土） 

     １９：００～ 

☆ところ 御野小学校グラウンド 

☆雨天時 ３日（日）に順延 

     ３日も雨天の場合は、中止 

☆主 催 御野学区まちづくり推進委員会 

御野学区盆踊り実行委員会 

《 盆踊り練習日程 》 

☆練 習 日 7 月 2６日（土） 

２０：００～ 

☆練習場所 御野小学校グラウンド 

いろいろな売店が出る予定です！みなさんお誘いあわせのうえご参加ください！ 

まちづくりパス 
ポート対象事業 

 まちパスＰ 

25p 

夏休み体験教室 夏休み工作教室 

～本物のおことを弾いてみよう！～ 

mailto:mino-krk@city.fukuyama.hiroshima.jp


出張いきいき学習会・相談会 

包括支援センターかんなべ  ☎ ９６０－３８９０ 
健 康 教 室 

高齢者支援課  ☎ ９２８－１１８９ 

☆とき  ７月１７日（木） 

     １３：３０～１５：３０ 

☆内容  もう一度確かめよう 

      避難経路・避難場所   

☆とき  ７月２８日（月） 

１０：００～１２：００ 

☆内容  運動・口腔 

☆持参物 飲み物・タオル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みのだより 第２３７号 

―人権は 一人ひとりの 宝物－ 

【地域別住民学習事業】 

報 告 

まちパスＰ 

《 御野学区全体住民学習会 》 

☆とき ７月１５日（火） 

 １０：５０～１１：２０ 

移 動 図 書 館 

のぞみ号がやってきます  

☎ ９３２－７２２２ 

テーマ 『 日本の人権状況を考える 』  ―人権と向き合うことは自分を豊かに― 

報 告 
【社会教育活動事業】 《まなびあいひろば》 『♪ミュージックサロン♬』 

６月２５日（水）に、前館長の川上 政巳さんに来ていただき、ミ

ュージックサロンを開催しました。 

川上さんチョイスの曲が次々と流れて、懐かしそうに聴いておら

れる方や口ずさんでおられる方などさまざまでした。 

昭和から令和までのヒット曲を聴きながら、みんなで楽しい時間

を過ごすことができました。 

川上さん、ご参加くださったみなさん、ありがとうございました。 

７月２０日（日） 参議院議員通常選挙 『素敵じゃね！票に希望を託すキミ』 

 6月 22日（日）御野小学校体育館にて「御野学区全体住民学習会」を開催しました。 

今回は、部落解放同盟広島県連合会委員長 一般財団法人ヒロシマ人権財団理事の 岡田 英治 さんをお招きし、

「日本の人権状況を考える」－人権と向き合うことは自分を豊かに－というテーマで、約２００人の参加のもと、さ

まざまな人権についてお話しいただきました。日本には、女性・こども・高齢者・障がい者等に関わる人権問題があ

り、それは誰でも当事者に、そして身近な問題になりうるということを話されました。 

また、夫婦別姓やこどもがおかれている教育環境など、国際的には批判されている実態があり、国連が部落差別、

女性差別、こどもの人権など、日本の人権状況をどのように見ているのかについて詳しく説明してくださいました。 

講師の岡田さんは、「私たちは日ごろ人権を意識して生活をしているわけではありません。人権はある種、空気のよ

うなものです。人権が侵害され、奪われたときにその大切さに気付くのかもしれません。」と言われています。 

私たちは、日ごろの生活の中で、他人の痛みを自分の痛みとして感じる力を身に着けることが、自分自身を豊かに

（人間らしく）していくことにつながるということを強く学びました。 


